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もったいない！ 未来のために
母の視点で よ り も で見直し
 次世代に借金、リスクを残さない
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今日 よ り も 明日
　2020年東京オリンピックの開催や、2024年滋賀県での国民体育大会の開催が内々定したこと、また、地域に

おいては永年の念願であった湖東三山スマートインターチェンジの開通、さらに年末、日本食の世界無形文化

遺産認定など、大震災でうち沈んでいた私たちにとって、久々に感動を味わえた一年でありました。

　しかるべき大イベントに活躍の期待される若い世代に、大きな目標の出来たことは、とてもうれしいことで

す。彦根出身の桐生君や小谷君の陸上での活躍、小中学生の皆さんに身近なところでヒーローの出現は、素晴

らしい目標となりました。夢は大きく高く羽ばたいていただきたい。

　いよいよ本年は、稲枝駅の改築工事が始まります。平成27年度中の供用開始を目指し、東西駅前広場整備と併せ二年がけの大事業で、

エレベーター、エスカレーターを設置したバリアフリー対応の駅舎、きっとご利用の皆様に納得していただけることと期待しています。

　駅舎改築に合わせ、旧愛知郡としてのつながりが湖東三山インターへと夢が広がります。琵琶湖岸から湖東平野を東西に結ぶパイプ

は、必ず湖東の将来に繁栄をもたらしてくれることでしょう。少子化時代になって、なおさらに、頭脳を鍛えた地域の若者の、本領発揮

の場が近在に必要です。クリアーすべき課題は山積ですが関係する湖東地域の皆様と力を合わせ、未来に明るい湖東を開いていきたいも

のです。

11月定例議会一般質問より抜粋 ・・・

続くトラクターの盗難について (答  警察本部長)　
　秋の取り入れを終えてホッとする間もなく、農家では麦の播種

作業が行われ、来年の耕作に向けて整地や畔飛ばしなど、トラク

ターの出番が目立ってきた10月の頃より、大型機械トラクターの

盗難が相次ぎました。

　農家にとって、トラクターのような大型機械は、生産現場の必

需品でとても高価なもの。最近の農業の現場は集落営農、あるい

は法人、個人であっても大規模経営がその主力で、当然、耕作面

積は20〜70haととてつもなく広く圃場分布は4〜5kmと拡散して

います。

　トラクターは大型機械であるのと、その作業の性質上、一日の

作業を終えるとその田んぼに置いたまま帰宅、明日の作業へと継

続することとなります。エンジンキーを抜き、ドアやハンドルを

ロックされていても気が付けば姿かたちはなく…といった状態が

あちこちで起こると、どの経営者もいつ我が身にと心配でなりま

せん。「朝、社員からケータイが入ると、「やられたのか?」と、

ドキッとすると話しておられます。

　これだけ新聞テレビで報道されているのに、用心せずに盗られ

る方が悪い…とお感じになるかとも思いますが、とにかく安心し

て耕作ができるようにしていただきたいのです。

　トラクターを所有する農家の特性として、

1.　大規模経営体であるため、作業場や格納庫は、集落から離れ

　　ていること。

2.　大型であるため格納庫といえども、出入りがしやすい場所、

　　また、ひさし等外からはよく見える状態が多いこと。

3.　格納庫にあっても田んぼにあっても、広い道路に面している

　　こと。

…等、泥棒にとっておあつらえ向きになっています。

　持ち運びに大変なあんな大きなものを、誰の目にも触れないで

まんまとせしめる窃盗団ですが、あっけにとられているわけには

いきません。被害は甚大なのです。先行き不透明の農業経営に

とって、機械をとられたからと新しいトラクターを何百万もかけ

て買う体力はありません。たとえ買い換えたにしても盗難防止の

決定的なもののない状態では、また盗られる可能性は否定できな

いのです。被害は広域に亘っています。先日三重県で逮捕の報道

がありましたが、その後も新聞で窃盗の続いていることを知りま

した。逮捕されたたった3人でできる仕業ではありません。捕ま

えてほしいのです。被害の実態や発生の状況、防止できる方法な

どお教え願います。

　 トラクターの盗難被害の実態等について、本年はこれまで、湖

東地区や甲賀地区を中心に、県内で58台が盗まれ被害額は２億円

を超えており、特に秋以降に被害が集中しています。現在は被害

の発生がほぼ止まっていますが、これは、先般、本県ほか、三県

警察の合同捜査により、外国人犯人グループを検挙したことの効

果であると考えています。

　なお、今回の一連の事件の手口は、例えば、トラクターを倉庫

に収納して施錠し、さらには、その前を自動車でブロックしてい

たとしても、鍵を切断するなどして、狙ったトラクターを盗むと

いう、計画的、大胆かつ大掛かりなものです。

　この種の被害の防止について、農耕車には乗用車のような盗難

防止規格は存在しておりません。そこで現在、一部の府県警察が

メーカーに対し、個別エンジンキーの採用、イモビライザーの設

置、タイヤロックやハンドルロックの開発等を申し入れており、

滋賀県警察としても、同様の要請をしていきます。

　その際には、今回の事件の手口等を踏まえ、現在市場に出てい

る防犯器具より大幅に防犯性能を向上するよう求めてまいります。

　さらに、農協・農家への注意喚起や、自主防犯団体とのパト

ロールも実施し、併せて今後同様の事件を企てるグループの検挙

を迅速に行えるよう、犯行グループが盗難車両を処分する場所で

あるヤードへの対策や、広域犯罪に対処するための捜査支援シス

テムの整備等も必要と考えています。

 　　 

　この種の事件の捜査、検挙には、多数の捜査員を投入する必要が

あります。一方で県警察の人的体制は厳しい状況にありますが、県

民に不安を与えている深刻な状況でありますので、犯人グループの

検挙に向けて、しっかりと取り組んでまいります。

 答
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